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安全マネジメントの導入について
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■ 自動車運送事業における安全対策

事業用自動車による事故は増加・高止まり、走行キロ当たり事故件数も近年増加

現行の安全対策の不徹底

・運行管理者の意見が尊重されない。
・自覚の足りない運行管理者が業務を適切に実施しない。

・安全対策の水準は経営者の安全意識に 大きく左右される。

・安全対策を運行管理者任せとし、企業全体での安全確保体制が弱体化
・運行管理者から運転者への上意下達的指導監督が主たる内容
・ＳＡＳの状況、休日の過労状態等、勤務時間外にまで踏み込んだ管理が必要

現行の安全対策の限界

・運転者１人で運行 → 運行中の安全は運転者に全責任
・自家用車等と混在して走行 → 運行中の安全は運転者に全責任
・９９％以上が中小企業 → 経営者の安全意識に左右されやすい

監査の強化

安全マネジメント等の導入
安全を最優先とする事業運営を行わせるための 仕組みの構築
（道路運送法及び貨物自動車運送事業法の改正）

運行管理制度の徹底

三
位
一
体
で
推
進

事故の予防的な観点からの監査へ重点化

○事業者の潜在的リスクをチェックする監査機能を強化

事業者の安全確保の改善に対する指導を、実際に
改善が行われるまでフォローアップ

・新規事業者に対する早期監査

・原則無通告

・再違反の場合の厳罰化

事業者の法令遵守を徹底し、
事故の防止を図る。

安全・安心な輸送サービス
の提供の実現

②事業者からの安全に関する取組状況等の公表
①国からの事故発生状況、処分等の公表

１．全事業者に安全マネジメントを導入

２．大規模な企業に対する

３．安全情報の公表

経営者

安全統括管理者

営業所
運行管理者

営業所
運行管理者

営業所
運行管理者

・ 国が監査でチェック（監査項目に組込む）
・ 遵守すべきガイドラインを国が策定

①安全管理規程の作成

②安全統括管理者の義務づけ

○経営トップが全社的な安全性向上の取組みを主導し、企業全体に安全意識を浸透

○現場の声を安全性向上策に継続的に反映させる等、企業全体の安全性を計画的に向上

○参加型研修・指導等の実施により運転者の能力向上

経営トップから現場まで一丸となって
安全性の向上を図る。

安全マネジメントについて安全マネジメントについて

運 行 管 理 制 度 に よ る 安 全 の 確 保

自動車運送事業の特性
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○事業者が作成する安全管理規程に記載する事項を定めた「安全管理規程に係る
ガイドライン」については、各交通モード共通のガイドライン骨子を政策統括官付政
策調整官室が作成したところ。（別添参照）

○現在、自動車交通局においては、自動車運送事業者版のガイドラインについて、

関係業界と調整を図りながら作成中。

なお、自動車運送事業版ガイドラインについては、大規模事業者、中規模事業者、

小規模事業者の３分類を念頭に置いて作成する予定。

自動車版安全マネジメントガイドラインについて自動車版安全マネジメントガイドラインについて


